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(57)【要約】
　本発明は、インクジェット印刷用のイエローインク、特に、特定のイエロー着色剤の組
み合わせを含むイエローインクに関する。本発明は、さらに、このイエローインクを含む
インクセットに関する。インクおよびインクセットは、普通紙への印刷に特に有利である
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性ビヒクルと、前記水性ビヒクルに実質的に可溶であるイエロー染料着色剤とを含む
イエローインクジェットインクであって、前記イエロー染料着色剤が、アシッドイエロー
１７と、アシッドオレンジ３３、リアクティブイエロー１８１およびこれらの混合物から
なる群から選択される第２の染料とを含むことを特徴とするイエローインクジェットイン
ク。
【請求項２】
　前記染料着色剤が、アシッドイエロー１７およびアシッドオレンジ３３を含むことを特
徴とする、請求項１に記載のインク。
【請求項３】
　アシッドイエロー１７対アシッドオレンジの重量比が約９９：１～約９０：１０である
ことを特徴とする、請求項２に記載のインク。
【請求項４】
　前記染料着色剤が、アシッドイエロー１７およびリアクティブイエロー１８１を含むこ
とを特徴とする、請求項１に記載のインク。
【請求項５】
　アシッドイエロー１７対リアクティブイエロー１８１の重量比が約１：２～約１：３で
あることを特徴とする、請求項４に記載のインク。
【請求項６】
　金属塩をさらに含むことを特徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記載のインク
。
【請求項７】
　約８５～約１００の色相角を有することを特徴とする、請求項１から６のいずれか一項
に記載のインク。
【請求項８】
　約８８～約９４の色相角を有することを特徴とする、請求項７に記載のインク。
【請求項９】
　少なくとも２つの異なって着色されたインクを含み、前記インクの１つが請求項１から
８のいずれか一項に記載のイエローインクであることを特徴とするインクジェットインク
セット。
【請求項１０】
　前記イエローインクと、マゼンタインクと、シアンインクとを含み、
　前記マゼンタインクが、水性ビヒクルと、前記水性ビヒクルに実質的に可溶であるマゼ
ンタ染料着色剤とを含み、前記マゼンタ染料着色剤が、アシッドレッド５２と、ＡＲ２４
９、ＡＲ２８９、ＲＲ１８０、ＲＲ２３、ＣＡＳ番号１８２０６１－８９－８およびこれ
らの混合物からなる群から選択される第２の染料とを含み、および
　前記シアンインクが、水性ビヒクルと、前記水性ビヒクルに実質的に可溶であるシアン
染料着色剤とを含み、前記シアン染料着色剤が、ダイレクトブルー１９９、アシッドブル
ー９およびこれらの混合物からなる群から選択される染料を含むことを特徴とする、請求
項９に記載のインクジェットインクセット。
【請求項１１】
　前記マゼンタ染料着色剤インクが、アシッドレッド５２と、ＡＲ２４９、ＣＡＳ番号１
８２０６１－８９－８およびこれらの混合物からなる群から選択される第２の染料とを含
むことを特徴とする、請求項１０に記載のインクジェットインクセット。
【請求項１２】
　（ａ）デジタルデータ信号に応答性であるインクジェットプリンタを提供するステップ
と、
　（ｂ）前記プリンタに、印刷される基材を装填するステップと、
　（ｃ）前記プリンタに、請求項１から１１のいずれか一項またはそのすべてに記載のイ
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ンクジェットインクまたはインクジェットインクセットを装填するステップと、
　（ｄ）前記デジタルデータ信号に応答して、前記インクジェットインクインクジェット
インクセットを用いて前記基材上に印刷するステップと
を含むことを特徴とする基材にインクジェット印刷する方法。
【請求項１３】
　前記基材が普通紙であることを特徴とする、請求項１２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット印刷用のイエローインク、特に、特定のイエロー着色剤の組
み合わせを含むイエローインクに関する。本発明は、さらに、このイエローインクを含む
インクセットに関する。インクおよびインクセットは、普通紙への印刷に特に有利である
。
【０００２】
　　（関連出願の相互参照）
　本出願は、米国特許法第１１９条のもと、２００５年９月１２日出願の米国仮特許出願
第６０／７１６，２０３号明細書に基づく優先権を主張する。
【背景技術】
【０００３】
　インクジェット印刷は、インクの小滴を紙などの基材上に付着させて所望のイメージを
形成するノンインパクトプリントプロセスである。小滴は、マイクロプロセッサにより生
成される電気的信号に応答してプリントヘッドから吐出される。インクジェットプリンタ
は低コスト、高品質印刷を提供し、他のタイプのプリンタの一般的な代替となっている。
【０００４】
　カラー印刷用のインクジェットインクセットは、一般的には、原色と称されるシアン、
マゼンタおよびイエロー（ＣＭＹ）インクを含むであろう。インクセットはまた、普通、
ブラックインクを含むであろう（ＣＭＹＫ）。
【０００５】
　好適なインクは、一般的には、良好なクラスティング耐性、良好な安定性、適切な粘度
、適切な表面張力、良好な色対色にじみ軽減性、急速な乾燥時間、消費者の安全性および
低裏抜け性を発揮すべきである。
【０００６】
　さらに、インクセットは、正確な色調および高い彩度などの良好な色特性を有する印刷
イメージを提供すべきである。好ましくは、インクセットは、普通紙を含む一連の媒体な
らびに、透明フィルムおよびコート紙などの特殊媒体上でこれらの好ましい特性を達成す
るであろう。また、ハードコピー出力物は適度に耐光性であることが好ましい。
【０００７】
　これらの条件のいくつかはインクビヒクル設計により満たされ得るが、他の条件は、着
色剤の適切な選択および組み合わせにより満たされなければならない。着色剤の選択は、
色対色にじみ制御メカニズムなどの他のシステム要求により追加の制限が着色剤の選択に
かかるときに特に重要となる。
【０００８】
　「にじみ」という用語は、インクが印刷媒体上に付着された後の一つの色の他の色への
侵入を意味する。これは２つの隣接する色間の不明瞭な境界として見ることが可能である
。にじみの発生は、一層明らかであるためにブラックインクとカラーインクとの間で特に
問題である。好ましくは、にじみは、色の間の境界線がきれいでおよび鮮鋭であるよう最
低限化されるか、排除される。
【０００９】
　米国特許公報（特許文献１）は、第１のインクがアニオン性であると共に１つまたは複
数のカルボキシルおよび／またはカーボキシレート基を含む着色剤を含み、および第２の
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インクが、２種のインク組成物間のにじみを防止するために、第１のインク中の着色剤と
イオン的に架橋して固体沈殿物を形成するよう設計された沈殿剤を含む、２つの異なって
着色されたインク組成物間の色にじみを防止する方法を開示する。多価金属塩が、沈殿剤
として有用であるとして開示されている。
【００１０】
　米国特許公報（特許文献２）は、第１のインクおよび第２のインクを用い、その各々が
水性キャリア媒体および着色剤を含有し、第１のインク中の着色剤が顔料分散体であると
共に、第２のインクが１００部の水中に２５℃で少なくとも１０部の溶解度を有する有機
酸または無機酸の塩を含有し、ここで塩は第１および第２のインク間のにじみを軽減させ
るに有効な量で存在する、多色印刷エレメントにおけるにじみを軽減させるインクセット
を開示する。
【００１１】
　塩が関与するにじみ制御メカニズムを活用するために、好適な性能特性を提供する一方
で、これらの塩の存在下での信頼性を維持することが可能であるインクのセットを有する
ことが必要である。米国特許公報（特許文献３）は、例えば、これらの要求に対処する塩
親和性を有するインクセットを開示する。この技術の重要な態様は、このインクセットに
おけるイエローインク中のイエロー着色剤の選択である。
【００１２】
　上記に示した公報はすべて、本願明細書における参照によりすべての目的のためにその
内容全体を本願明細書に記載したものとして援用される。
【００１３】
　適切な色、色安定性および比較的高濃度の無機塩にじみ制御剤を有する環境における信
頼性を提供することが可能であるインクセットに対する要求が未だ存在し、これを提供す
ることが本発明の目的である。
【００１４】
【特許文献１】米国特許第５４８８４０２号明細書
【特許文献２】米国特許第５５１８５３４号明細書
【特許文献３】米国特許第６０５３９６９号明細書
【特許文献４】米国特許第６８５２１５６号明細書
【特許文献５】米国特許第５０８５６９８号明細書
【特許文献６】ＥＰ－Ａ－０５５６６４９号明細書
【特許文献７】米国特許第５２３１１３１号明細書
【非特許文献１】「ザ・カラーインデックス（Ｔｈｅ　Ｃｏｌｏｒ　Ｉｎｄｅｘ）」、第
３版、１９７１年
【非特許文献２】「カラーテクノロジーの原理（Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ　ｏｆ　Ｃｏｌｏ
ｒ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）」、ビルメイヤー（Ｂｉｌｌｍｅｙｅｒ）およびソルツマン
（Ｓａｌｔｚｍａｎ）、第３版、ロイバーンズ（Ｒｏｙ　Ｂｅｒｎｓ）編、ジョンウィリ
ー＆サンズ社（Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，Ｉｎｃ．）（２０００年）
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　一つの態様において、本発明は、水性ビヒクルと、この水性ビヒクルに実質的に可溶で
あるイエロー染料着色剤とを含むイエローインクジェットインクに関し、ここで、イエロ
ー染料着色剤は、アシッドイエロー１７（ＡＹ１７）と、アシッドオレンジ３３（ＡＯ３
３）、リアクティブイエロー１８１（ＲＹ１８１）およびこれらの混合物からなる群から
選択される第２の染料とを含む。
【００１６】
　本発明のコンテクストにおける「実質的に可溶」とは、完全に可溶であることを意味す
ることを意図するが、当業者により容易に理解されるであろうとおり、水性ビヒクルに完
全には可溶ではない場合がある極めて微量の成分、不純物等をも含む。換言すると、「実
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質的に可溶である染料」は、一般的には、本発明のコンテクストにおける使用に好適な純
度（１００％純度でない場合もあるが）の市販されている形態の染料を含むであろう。
【００１７】
　他に示されていない限りにおいて、染料は、英国ヨークシャーブラッドフォード（Ｂｒ
ａｄｆｏｒｄ，Ｙｏｒｋｓｈｉｒｅ，ＵＫ）のダイアーズおよびカラリスト学会（Ｓｏｃ
ｉｅｔｙ　Ｄｙｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ）により確立され、および（非特
許文献１）に発行されているそれらの「Ｃ．Ｉ．」等級により言及される。
【００１８】
　他の態様において、本発明は、少なくとも２つの異なって着色されたインクを含むイン
クジェットインクセットに関し、その少なくとも一つは、上記に規定の、および以下によ
り詳細に記載のイエローインクである。好ましい一実施形態において、インクセットは、
少なくとも３つの異なって着色されたインクを含み、その一つがイエローインクであり、
その一つがマゼンタインクであり、そのもう一つがシアンインクである。
【００１９】
　好ましくは、マゼンタインクは、水性ビヒクルと（イエローおよびシアンインク中の水
性ビヒクルと同一であっても異なっていてもよい）、この水性ビヒクルに実質的に可溶で
あるマゼンタ染料着色剤とを含み、ここで、マゼンタ染料着色剤は、アシッドレッド５２
（ＡＲ５２）と、アシッドレッド２４９（ＡＲ２４９）、アシッドレッド２８９（ＡＲ２
８９）、リアクティブレッド１８０（ＲＲ１８０）、リアクティブレッド２３（ＲＲ２３
）、ＣＡＳ番号１８２０６１－８９－８およびこれらの混合物からなる群から選択される
第２の染料とを含み；および好ましくは、シアンインクは、水性ビヒクルと（イエローお
よびマゼンタインク中の水性ビヒクルと同一であっても異なっていてもよい）、この水性
ビヒクルに実質的に可溶であるシアン染料着色剤とを含み、ここで、シアン染料着色剤は
、ダイレクトブルー１９９（ＤＢ１９９）、アシッドブルー９（ＡＢ９）およびこれらの
混合物からなる群から選択される染料を含む。
【００２０】
　他の好ましい実施形態において、インクジェットインクセットは、水性ビヒクル中に分
散されたアニオン安定化顔料を含む水性顔料インクを含む。顔料は、アニオン安定化自己
分散性顔料であることが可能であるが、好ましくは、アニオン性高分子分散剤（ポリマー
－分散）と共に分散された顔料である。好ましくは、顔料インクはブラックであり、およ
び顔料はカーボンブラックであり、より好ましくはポリマー－分散カーボンブラックであ
る。
【００２１】
　インクセットのイエロー、シアンおよび／またはマゼンタインクは、好ましくは、特に
インクセットが水性顔料インクを含む場合に、にじみ制御添加剤、最も好ましくは金属塩
を含有する。金属塩は、にじみ制御を提供するに十分なレベルで存在することが好ましい
。
【００２２】
　本発明は、
（ａ）デジタルデータ信号に応答性であるインクジェットプリンタを提供するステップと
、
（ｂ）プリンタに、印刷される基材を装填するステップと、
（ｃ）プリンタに、上記に記載のおよび以下にさらに詳細に記載されるインクジェットイ
ンクまたはインクジェットインクセットを装填するステップと、
（ｄ）デジタルデータ信号に応答して、インクジェットインクセットを用いて基材上に印
刷するステップと
を含む、基材上にインクジェット印刷する方法をさらに含む。
【００２３】
　好ましい基材は普通紙である。
【００２４】
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　本発明のこれらおよび他の機構および利点は、以下の詳細な説明の記載から当業者によ
ってより容易に理解されるであろう。明確さのために個別の実施形態のコンテクストで上
述の、および後述される本発明の一定の特徴は、単一の実施形態における組み合わせでも
提供され得ることが認識されるべきである。逆に、簡潔さのために単一の実施形態コンテ
クストで記載される本発明の種々の特徴はまた、個別に、またはいずれかのサブコンビネ
ーションで提供され得る。さらに、単数形での言及はまた、コンテクストがそうでないと
特定的に明記していない限りは、複数をも包含し得る（例えば、「ａ」および「ａｎ」は
、１つ、または１つまたは複数を指し得る）。さらに、範囲で明記された値への言及は、
その範囲内の各値およびあらゆる値を包含する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　　（イエローインク）
　イエローインクについての、および一般には、本発明のインクセットのインクについて
の着色剤の選択においては、特にこれらに限定されないが、特に普通紙上での適切な色相
角および色性能、良好な色安定性、および比較的高無機塩含有量を有する配合物における
親和性（安定性）を含む、数多くの要因を考慮する必要がある。
【００２６】
　本発明のインクジェットインクセット用の着色剤の選択において特に重要なのは、イエ
ローインクについての適切な着色剤の選択である。
【００２７】
　イエロー着色剤は、約８５～約１００、および好ましくは約８８～約９４の色相角を普
通紙上で有するイエローインクを提供すべきである。イエローインクは、少なくとも約７
０（普通紙上で）の彩度を示すことが望ましい。本願明細書中以下の実施例により立証さ
れているとおり、本発明によるイエローインクは、ＡＹ１７と、ＡＯ３３およびＲＹ１８
１の１種または複数種の混合物を含み、所望の色相角および彩度を示し、およびにじみ制
御に有用な金属塩の典型的なレベルに適合する。個別の染料ＡＹ１７、ＡＯ３３およびＲ
Ｙ１８１は、良好な色安定性をさらに示す。
【００２８】
　所望のイエロー色相を達成するために、ＡＹ１７：ＡＯ３３の重量比は、それぞれ、好
ましくは約９９：１～約９０：１０であり、およびＡＹ１７：ＲＹ１８１の重量比は、そ
れぞれ、好ましくは約２：１～約３：１である。
【００２９】
　色相角は、インクを普通紙上に印刷することによる標準的な分光光度計測によって測定
される。特定の異なる普通紙に印刷されたときのインクの色相角はわずかに異なり得、従
って、染料の比を、所望の範囲の色調値が達成されるように、ルーチンの最適化により上
記の範囲内で調整することが可能である。
【００３０】
　　（ビヒクル）
　インクビヒクルは、着色剤についてのキャリア（または媒体）である。「水性ビヒクル
」とは、水、または水と少なくとも１種の水溶性有機溶剤（共溶剤）または湿潤剤との混
合物を含むビヒクルを指す。好適な混合物の選択は、所望の表面張力および粘度などの特
定の用途の要求、選択される着色剤およびインクがその上に印刷されることとなる基材と
の親和性に依存する。
【００３１】
　水溶性有機溶剤および湿潤剤の実施例としては、チオジグリコール、スルホラン、２－
ピロリドン、１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノンおよびカプロラクタムなどのアル
コール、ケトン、ケト－アルコール、エーテル等；エチレングリコール、ジエチレングリ
コール、トリエチレングリコール、テトラエチレングリコール、プロピレングリコール、
ジプロピレングリコール、トリプロピレングリコール、トリメチレングリコール、ブチレ
ングリコールおよびヘキシレングリコールなどのグリコール；ポリエチレングリコール、
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ポリプロピレングリコール等などのオキシエチレンまたはオキシプロピレンの付加ポリマ
ー；グリセロールおよび１，２，６－ヘキサントリオールなどのトリオール；エチレング
リコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリ
コールモノメチル、ジエチレングリコールモノエチルエーテルなどの多価アルコールの低
級アルキルエーテル；ジエチレングリコールジメチルまたはジエチルエーテルなどの多価
アルコールの低級ジアルキルエーテル；尿素および置換尿素が挙げられる。
【００３２】
　水性ビヒクルは、典型的には、約３０％～約９５％の水を含有することとなり、残り（
すなわち、約７０％～約５％）は水溶性溶剤である。インク組成物は、典型的には、水性
ビヒクルの総重量に基づいて約６０％～約９５％の水を含有する。
【００３３】
　　（金属塩）
　金属塩は、インク配合物中に組み込まれて、にじみの制御を補助することが可能であり
、および他の有益性をも提供し得る。このような金属塩の使用は、例えば、既に援用して
いる米国特許公報（特許文献１）および米国特許公報（特許文献２）中に記載されている
。塩は、いくつかの技術分野において沈殿剤として称されており、これは、インクセット
における他のインクの着色剤（染料、または自己安定化顔料などの、または分散顔料に関
連する分散剤のアニオン基）に関連するアニオン基（カルボキシルまたはスルホネートな
ど）と反応して不溶性の錯体を形成するよう作用すると考えられているためである。しか
しながら、本発明は、作用の特定の理論のいずれによっても拘束されない。
【００３４】
　金属塩は、インクビヒクルに実質的に可溶であり、および金属は、一価または多価カチ
オンであることが可能である。好適な金属カチオンとしては、例えば：
　第ＩＡ族金属Ｎａ+1、Ｌｉ+1、Ｋ+1、Ｒｂ+1およびＣｓ+1；
　第ＩＩＡ族金属Ｍｇ+2、Ｃａ+2、Ｓｒ+2およびＢａ+2；
　第ＩＩＩＡ族金属Ａｌ+3、Ｇａ+3およびＩｎ+3；
　遷移金属Ｃｒ+3、Ｍｎ+2、Ｆｅ+2、Ｆｅ+3、Ｃｏ+3、Ｎｉ+2、Ｃｕ+2、Ｚｎ+2、Ｙ+3お
よびＣｄ+2；および
　ランタノイド金属Ｌａ+3、Ｐｒ+3、Ｎｄ+3、Ｓｍ+3、Ｅｕ+3、Ｇｄ+2、Ｔｂ+3、Ｄｙ+2

、Ｈｏ+3、Ｅｒ+3、Ｔｍ+3、Ｙｂ+3およびＬｕ+3が挙げられる。
【００３５】
　好ましい一価金属カチオンとしては、これらに限定されないが、Ｎａ+1およびＫ+1が挙
げられ、および好ましい多価金属カチオンとしては、これらに限定されないが、Ｚｎ+2、
Ｍｇ+2、Ｃａ+2、Ｃｕ+2、Ｎｉ+2およびＦｅ+2が挙げられる。
【００３６】
　いずれか２つ以上の金属および金属塩の混合物がまた好適である。
【００３７】
　本発明のコンテクストにおいて、存在する塩の量は、百万分率（ｐｐｍ）での金属カチ
オン（Ｍ+n）基準、すなわちＭ+nの重量／インクの百万重量で表記される。存在するＭ+n

の量（総量）は、一般的には、約１０００ｐｐｍ～約３０，０００ｐｐｍおよび、より典
型的には、約２０００ｐｐｍ～約２０，０００ｐｐｍの範囲である。
【００３８】
　好適な金属塩は、無機酸または有機酸の塩であることが可能であり、その適切な選択は
、慣例の実験をとおして容易になされる。無機酸は、塩酸、リン酸、硫酸、臭化水素酸、
硝酸、ヨウ化水素酸、フッ化水素酸であり得る。有機酸は、カルボン酸、特に電子吸引基
で置換されたカルボン酸、および有機スルホン酸であり得る。このような酸のいくつかの
実施例としては、クロロ酢酸、ｐ－トルエンスルホン酸、スルファニル酸、ベンゼンスル
ホン酸等が挙げられる。
【００３９】
　　（添加剤）
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　他の成分（添加剤）が、慣例の実験により容易に測定され得る最終インクの安定性およ
び可噴射性にこのような他の成分が干渉しない程度において、インクジェットインクに配
合され得る。このような他の成分は、一般的な意味で技術分野において周知である。
【００４０】
　普通、界面活性剤は、表面張力および湿潤性を調整するためにインクに添加される。好
適な界面活性剤としては、エトキシル化アセチレンジオール（例えばエアープロダクツ（
Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ）製のスルフィノールズ（Ｓｕｒｆｙｎｏｌｓ）（登録商標）
シリーズ）、エトキシル化一級アルコール（例えばトマープロダクツ（Ｔｏｍａｈ　Ｐｒ
ｏｄｕｃｔｓ）製のトマドール（Ｔｏｍａｄｏｌ）（登録商標）シリーズ）および二級ア
ルコール（例えばユニオンカーバイド（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ）製のテルギトール
（Ｔｅｒｇｉｔｏｌ）（登録商標）シリーズ）、スルホコハク酸塩（例えばサイテック（
Ｃｙｔｅｃ）製のエアロゾル（Ａｅｒｏｓｏｌ）（登録商標）シリーズ）、オルガノシリ
コーン（例えばＧＥシリコンズ（ＧＥ　Ｓｉｌｉｃｏｎｓ）製のシルウェット（Ｓｉｌｗ
ｅｔ）（登録商標）シリーズ）およびフルオロ界面活性剤（例えば本特許出願人製のゾニ
ル（Ｚｏｎｙｌ）（登録商標）シリーズ）が挙げられる。界面活性剤は、典型的には、イ
ンクの総重量に基づいて約０．０１～約５％および好ましくは約０．２～約２％の量で用
いられる。
【００４１】
　ポリマーは、耐久性を向上させるためにインクに添加され得る。ポリマーは、ビヒクル
に可溶または分散（例えば「エマルジョンポリマー」または「ラテックス」）されること
が可能であり、およびイオン性またはノニオン性であることが可能である。ポリマーの有
用なクラスとしては、アクリル系、スチレン－アクリル系およびポリウレタンが挙げられ
る。
【００４２】
　殺生剤が微生物の増殖を阻害するために用いられ得る。緩衝がｐＨを維持するために用
いられ得る。緩衝としては、例えば、トリス（ヒドロキシメチル）－アミノメタン（「ト
リズマ（Ｔｒｉｚｍａ）」または「トリス（Ｔｒｉｓ）」）が挙げられる。
【００４３】
　エチレンジアミン４酢酸（ＥＤＴＡ）、イミノ二酢酸（ＩＤＡ）、エチレンジアミン－
ジ（ｏ－ヒドロキシフェニル酢酸）（ＥＤＤＨＡ）、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）、ジヒド
ロキシエチレングリシン（ＤＨＥＧ）、トランス－１，２－シクロヘキサンジアミンテト
ラ酢酸（ＣｙＤＴＡ）、ジエチレントリアミン－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ”、Ｎ”－ペンタ酢酸
（ＤＴＰＡ）、およびグリコールエーテルジアミン－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラ酢酸（
ＧＥＤＴＡ）、およびこれらの塩などの金属イオン封鎖（またはキレート化）剤の包含が
、例えば、重金属不純物の有害な影響を排除するために有利であり得る。
【００４４】
　　（成分の比率）
　上述の成分は、一般的には上述のおよび一般的に当業者により認識されている所望のイ
ンク特性を達成するために、種々の比率および組み合わせられてインクを形成することが
可能である。特定の最終用途のためにインクを最適化するいくつかの実験が必要であり得
るが、このような最適化は、一般的には技術分野における通常の技術である。
【００４５】
　インクにおけるビヒクルの量は、典型的には、約７０％～約９９．８％、および典型的
には約８０％～約９９％の範囲である。着色剤は、一般的には、約１０％以下の量で存在
する。割合は、インクの総重量の重量パーセントである。
【００４６】
　他の成分（添加剤）は、存在する場合、一般的には、インクの総重量に基づいて約１５
重量％未満で含まれる。界面活性剤は、添加される場合、一般的には、インクの総重量に
基づいて約０．２～約３重量％の範囲である。ポリマーは、必要に応じて添加されること
が可能であるが、一般的にはインクの総重量に基づいて約１５重量％未満であろう。
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【００４７】
　　（インク特性）
　液滴速度、小滴の分離長さ、液滴サイズおよび流れ安定性は、インクの表面張力および
粘度によって大きく影響される。インクジェットインクは、典型的には、２５℃で、約２
０ダイン／ｃｍ～約７０ダイン／ｃｍの範囲で表面張力を有する。粘度は、２５℃で３０
ｃＰもの高さであることが可能であるが、典型的にはいくらか低い。インクは、吐出条件
およびプリントヘッド設計に調整される物理特性を有する。インクは、顕著な程度でイン
クジェット装置中で目詰まりしないよう優れた長期の保管安定性を有するべきである。さ
らに、インクは、接触する、インクジェット印刷デバイスの部品を腐蝕させるべきではな
く、および基本的に無臭および無毒であるべきである。インクについての好ましいｐＨは
、約６．５～約８の範囲である。
【００４８】
　　（インクジェットインクセット）
　本発明によるインクジェットインクセットは、少なくとも２つの異なって着色されたイ
ンクを含み、その一つが上記のイエローインクである。好ましくは、インクセットは、少
なくとも３つの異なって着色されたインク（ＣＭＹなどの）、およびさらにより好ましく
は少なくとも４つの異なって着色されたインク（ＣＭＹＫなどの）を含み、ここで、イン
クの少なくとも一つが上記のイエローインクである。典型的なＣＭＹＫインクに追加して
、本発明によるインクセットは、オレンジインク、グリーンインク、レッドインクおよび
／またはブルーインク、および濃濃度インクとライトシアンおよびライトマゼンタなどの
淡濃度インクとの組み合わせなどの異なって着色されたインクを含む１つまたは複数の「
全域に広がる」インクをさらに含み得る。
【００４９】
　インクセット中の他の染料系インク、特に、シアンおよびマゼンタなどの他のカラーイ
ンクは、好ましくは染色質であり、好適には耐光性および無機塩に対して安定である。
【００５０】
　インクセット中の他の染料系インクは、上記の水性ビヒクルと、その水性ビヒクルに実
質的に可溶である所望の色の染料着色剤とを含む。任意選択の他の成分およびインク特性
は、上記のイエローインクのものと類似の性質のものである。
【００５１】
　マゼンタインクは、好ましくは、ＡＲ５２と、ＡＲ２４９、ＡＲ２８９、ＲＲ１８０、
ＲＲ２３、ＣＡＳ番号１８２０６１－８９－８およびこれらの混合物からなる群から選択
される第２のマゼンタ染料との混合物を含む。第２のマゼンタ染料として最も好ましいの
は、ＡＲ２４９およびＣＡＳ番号１８２０６１－８９－８である。
【００５２】
　ＣＡＳ番号１８２０６１－８９－８は、イルフォードイメージンググループ（Ｉｌｆｏ
ｒｄ　Ｉｍａｇｉｎｇ　Ｇｒｏｕｐ）から市販されている（イルフォード（Ｉｌｆｏｒｄ
）Ｍ３７７）。ＣＡＳ番号１８２０６１－８９－８の構造は、既に援用している米国特許
公報（特許文献３）におけるマゼンタ配合物ＩＩにみることが可能である。
【００５３】
　所望のマゼンタ色調を達成するために要求されるＡＲ５２対第２のマゼンタ染料の重量
比は、第２の染料がＡＲ２４９またはＣＡＳ番号１８２０６１－８９－８の一方であると
き、それぞれ、一般的には約１：３～約１：８である。
【００５４】
　シアンインクは、好ましくは、ＤＢ１９９、ＡＢ９およびこれらの混合物からなる群か
ら選択されるシアン染料を含む。
【００５５】
　本発明のイエローインク、および本発明のインクセットの染料系インクの各々は、イン
クの総重量に基づいて、典型的には、約０．１重量％～約８重量％および、より典型的に
は、約０．５重量％～約６重量％の染料含有量を有する。所与のインクにおける「染料含
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有量」は、単一の染料種または２種以上の染料種の組み合わせであろうとそのインクに存
在する染料の総量を指す。
【００５６】
　染料は、通常は、アルカリ金属（Ｎａ、Ｋ、またはＬｉ）または第４級アンモニウム塩
などのそれらの塩形態である。最も一般的に市販されている塩形態はナトリウムである。
他の塩形態を、周知の技術を利用して形成することが可能である。
【００５７】
　インクセットは、顔料化インク、より好ましくはアニオン安定化顔料分散体ベースの顔
料化インクをさらに含み得る。顔料着色剤は、一般的には、染料系カラーインク中の金属
塩と接触すると「クラッシュ」するよう設計されることとなり、これにより、有色領域へ
のにじみに耐える。
【００５８】
　水性アニオン性顔料インクは、水性ビヒクル、その中に安定に分散される不溶性着色剤
（顔料）および、場合により、上記のものなどの周知のタイプの他の成分（添加剤）を含
む。顔料は、いずれかの好適な顔料であることが可能であるが、本発明によるインクセッ
ト中に用いられる場合、一般的にはブラック顔料、好ましくはカーボンブラックであろう
。
【００５９】
　顔料は、伝統的に、高分子分散剤などの分散剤または界面活性剤によりビヒクル中の分
散体に安定化される。より最近においては、しかしながら、いわゆる「自己分散可能な」
または「自己分散性」顔料（本願明細書中以下、「ＳＤＰ」）が開発されてきている。名
前が示唆するとおり、ＳＤＰは、水、または水性ビヒクル中に、分散剤無しで分散性であ
る。それ故、顔料は、伝統的な方法での分散剤での処理による、または表面処理および分
散剤のいくつかの組み合わせによる、自己分散性とする表面処理により分散体に安定化さ
れ得る（例えば、その開示は本願明細書における参照によりすべての目的のためにその内
容全体を本願明細書に記載したものとして援用される、米国特許公報（特許文献４）を参
照のこと）。
【００６０】
　好ましくは、分散剤が用いられる場合、分散剤は、ランダムまたは構造化高分子分散剤
である。好ましいランダムポリマーとしては、アクリルポリマーおよびスチレン－アクリ
ルポリマーが挙げられる。最も好ましいのは、ＡＢ、ＢＡＢおよびＡＢＣブロックコポリ
マー、分岐ポリマーおよびグラフトポリマーを含む構造化分散剤である。いくつかの有用
な構造化ポリマーが、米国特許公報（特許文献５）、（特許文献６）および米国特許公報
（特許文献７）（それらの開示は、本願明細書における参照によりすべての目的のために
その内容全体を本願明細書に記載したものとして援用される）に開示されている。
【００６１】
　分散剤または顔料に適用される表面処理は、アニオン性表面電荷を形成する（「アニオ
ン性顔料分散体」）。好ましくは、その表面電荷は、主にイオン性カルボン酸（カーボキ
シレート）基により付与される。
【００６２】
　有用な顔料粒径は、典型的には、約０．００５ミクロン～約１５ミクロンの範囲である
。好ましくは、顔料粒径は、約０．００５～約５ミクロン、より好ましくは約０．００５
～約１ミクロン、および最も好ましくは約０．００５～約０．３ミクロンの範囲であるべ
きである。
【００６３】
　　（印刷方法）
　本発明のインクおよびインクセットは、いずれかの好適なインクジェットプリンタで印
刷されることが可能である。基材は、いずれかの好適な基材であることが可能であるが、
本発明は、紙、およびとりわけ、「普通」紙への印刷に特に有用である。普通紙は、一般
的には、「インクジェット」紙より安価であり、および典型的には、にじみ制御にじみな
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どの印刷特性を高めるいずれかの特別な添加剤を欠いている。しかしながら、普通紙カテ
ゴリー中においてもにじみに関する性能に差異がある。性能添加剤の有益性は、最もにじ
む傾向にある紙について最も明らかとなる。本発明は、選択される紙に依存することなく
、良好な品質の印刷を実現させる。普通入手可能である普通紙の実施例は、ゼロックス（
Ｘｅｒｏｘ）４０２４（ゼロックス社（Ｘｅｒｏｘ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ））および
ハンマーミルコピープラス（Ｈａｍｍｅｒｍｉｌｌ　Ｃｏｐｙ　Ｐｌｕｓ）（インターナ
ショナルペーパー（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｐａｐｅｒ））である。
【実施例】
【００６４】
　示した成分を一緒に混合し、得られた溶液をろ過することによりインクを調製した。他
に明記されていない限りにおいて、水は脱イオン化した。用いた染料は「インクジェット
グレード」であり、これらは比較的純粋であり、異質の塩を含まないことを意味する。染
料により導入された塩の量は最低限であり、および最終インクにおける塩レベルは、主に
、意図的に添加したいずれかの塩に由来する。商業的な実施においては、しかしながら、
染料中に普通に見出される異質の塩を除去する必要性はなくてもよく、全塩含有量の一部
であることが可能である。
【００６５】
　　（実施例１（比較例））
　本発明との比較のために、既に援用している米国特許公報（特許文献３）における表Ｉ
ＩＩを参照する。この表は、インクジェットの使用について普通言及される種々の染料着
色剤に伴う問題を例示する。例えば、ＤＹ１３２は、好ましい色相角、彩度および色安定
性を有するが、沈殿剤（無機塩）と非適合性である。ＤＹ８６は、好ましい、彩度および
色安定性を有するが、色相角が所望より小さくおよび沈殿剤と非親和性である。ＡＹ２３
は、好ましい色相角、彩度および沈殿剤との親和性を有するが、色安定性に劣る。ＡＹ１
７は、好ましい彩度、色安定性および沈殿剤との親和性を有するが、色相角が所望より大
きい。配合物Ｉのイエロー染料は、好ましい彩度、色安定性および沈殿剤との親和性を有
するが、色相角が所望より小さい。しかしながら、ＡＹ１７および配合物Ｉのイエロー染
料（既述の米国特許公報（特許文献３）の重要な特徴）と組み合わせたイエローインクは
、すべての目標特質、すなわち、９０～９５の色相角、少なくとも７０の普通紙彩度、良
好な色安定性および無機塩との親和性を達成する。
【００６６】
　　（実施例２）
　インク２ａ（比較例）を、ＡＹ１７およびイルフォード（Ｉｌｆｏｒｄ）Ｙ１０４（イ
ルフォードイメージンググループ（Ｉｌｆｏｒｄ　Ｉｍａｇｉｎｇ　Ｇｒｏｕｐ））の着
色剤組み合わせと共に配合した。イルフォード（Ｉｌｆｏｒｄ）Ｙ１０４（ＣＡＳ番号１
８７６７４－７０－０）は、既に援用している米国特許公報（特許文献３）における「イ
エロー配合物Ｉ」に対応する。インク２ｂ（本発明）を、ＡＹ１７（４．２重量％）およ
びＡＯ３３（０．２２重量％）の組み合わせと共に配合した。インク２ｃ（本発明）を、
ＡＹ１７（３．０重量％）およびＲＹ１８１（１．２重量％）の組み合わせと共に配合し
た。括弧内に記載の各染料の量は、インクの総重量に基づく、染料の重量パーセントであ
る。
【００６７】
　インクを、ゼロックス（Ｘｅｒｏｘ）４０２４普通紙上に、「通常」モードで操作した
ヒューレットパッカードフォトスマート（Ｈｅｗｌｅｔｔ　Ｐａｃｋａｒｄ　Ｐｈｏｔｏ
ｓｍａｒｔ）７７６０インクジェットプリンタで最高濃度で印刷した。色計測を、市販さ
れている分光光度計（この場合、グレタグ－マクベス（Ｇｒｅｔａｇ－ＭａｃＢｅｔｈ）
製のスペクトロアイ（Ｓｐｅｃｔｒｏｅｙｅ））で行った。色調（ｈab）および彩度（Ｃ
*
ab）値が、機器から直接的に読み取られるが、これらは、以下の式による項、ＣＩＥＬ
ＡＢ色空間Ｌ*、ａ*およびｂ*に基づいている：ｈab＝ｔａｎ-1（ｂ*／ａ*）（ここで、
角度は、適切な象限およびＣ*

ab＝（ａ*2＋ｂ*2）1/2について調整される）。計測および
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定義は技術分野において周知であり、例えばＡＳＴＭ基準Ｅ３０８および（非特許文献２
）を参照のこと。
【００６８】
【表１】

【００６９】
　インク２ｂおよび２ｃに用いた本発明の着色剤の組み合わせは、インク２ａに代表され
る、比較のために用いた従来技術の着色剤の組み合わせに類似する、好ましい色相角およ
び彩度を有すると見られる。
【００７０】
　また、本発明のインク着色剤は塩と適合性であった。



(13) JP 2009-507991 A 2009.2.26

10

20

30

40

【国際調査報告】



(14) JP 2009-507991 A 2009.2.26

10

20

30

40



(15) JP 2009-507991 A 2009.2.26

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,
BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,
CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,L
C,LK,LR,LS,LT,LU,LV,LY,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG
,SK,SL,SM,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(72)発明者  ジェームズ　ウォルター　ウィーラー
            アメリカ合衆国　１９３８２　ペンシルベニア州　ウエスト　チェスター　シャーブルック　ドラ
            イブ　１１１３
(72)発明者  クオ　シュン　カン
            アメリカ合衆国　１９８０８　デラウェア州　ウィルミントン　グリーンウッド　ドライブ　４６
            ７
(72)発明者  サンドラ　ローリーン　イスラー
            アメリカ合衆国　１９７１１　デラウェア州　ニューアーク　ホースシュー　ロード　１１２
(72)発明者  ホセ　エステバン　バレンティーニ
            アメリカ合衆国　１９３８２　ペンシルベニア州　ウエスト　チェスター　リー　ドライブ　３０
            １
(72)発明者  ウィリアム　トーマス　ホール
            アメリカ合衆国　１９７０７　デラウェア州　ホッケシン　ステーテン　ドライブ　１４
Ｆターム(参考) 2C056 EA05  FC02 
　　　　 　　  2H186 BA10  DA14  FA18  FB08  FB13  FB16  FB17  FB25  FB27  FB29 
　　　　 　　        FB30  FB50  FB53  FB57 
　　　　 　　  4J039 BA06  BE02  CA03  EA15  EA16  EA17  EA21  GA24 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	search-report
	overflow

